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グループ沿革・事業内容

1924年 ●

1948年 ●

1950年 ●

1971年 ●

2024年 ●

1940年 ● 物流事業に進出

食品事業（コメ卸）
として創業

不動産事業に進出

東京証券取引所に株式上場

情報事業に進出

都心部の利便性の高い
不動産を保有し、

多数のオフィスビル・
商業ビル賃貸を展開

米卸売業者として
100年の実績を持ち、

コメの安定供給と
農業の持続的発展に注力

最新設備を誇る物流センターを
首都圏・近畿圏にかまえ、
倉庫業を中心とした
総合物流サービスを展開

技術力を基盤に
幅広い分野で
ITソリューションと
運⽤サポートサービスを展開

創業100周年

＜グループ沿革＞ ＜現在の主な事業内容＞

約7.1万トン

コメ販売数量（年間）

お茶碗
約9.6億杯分
（約150g/杯）

ヤマタネグループについて
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数字で見るヤマタネグループ
ヤマタネグループについて

809億円

売上高

37.8億円

営業利益

1,013名

従業員数

連結：2025年3月現在

＜印西精米センター＞

• 千葉県印西市に所在し、国内最大級となる
年間約70,000tの生産能力を持つ

• 太陽光発電・高低差を活用したお米の搬送など、
「地球環境にやさしい工場」として操業

• SQF認証を取得し、徹底した品質管理体制を整備
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社会課題解決型企業として
ヤマタネグループについて

社会課題解決型企業として100年で培った信頼のネットワークを活かし、
食品分野では「地域コミュニティ及び生産地と農業の発展」「持続的なコメの調達の推進」などに注力。

「産地の続くを支える」ため、生産者の手取り向上、コメ産地の抱える課題解決に取り組む。

生産 流通 加工 販売

＜理念体系＞ ＜産地の「続く」を支える＞

農業生産法人の設立、
グループ化

冷凍食品卸売業への進出

EC販売に強みを持つ
コメ卸のグループ化

産地の課題解決に資するソリューションを持つ
農業ベンチャーを中心とする企業との協業

• カーボンクレジット生成による脱炭素の取り組みの収益化
• 先進的な栽培技術を活用した複合経営の推進

• 農業IoTを活用した生産者の経験と勘の「見える化」
etc…
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なぜヤマタネグループが棚田保全？
ヤマタネグループ 棚田保全の取り組み

創業以来100年にわたり、お米とともに歩んでまいりました当社は、
担い手不足などにより棚田が存続の岐路に立たされている現状を憂慮し、
「産地の続くを支えたい」という想いから、
保全活動に参画させていただくこととなりました。

2024年6月より、NPO法人越後妻有里山協働機構様が運営される

「まつだい棚田バンク」の法人会員として、「星峠の棚田」の保全活動に取り組んでお
ります。同機構様の丁寧な管理体制と、地域の皆様のご尽力による安定的な
生産基盤を拝見し、参加のご縁をいただきました。

棚田の持つ農業的価値、環境保全機能、文化的・景観的価値といった多面的な

意義に着目し、次世代へつなぐことが社会課題解決の一助になると考えております。

MESSAGE

画像クレジット：（一社）十日町市観光協会
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施策①：株主優待制度の拡充
ヤマタネグループ 棚田保全の取り組み

棚田米を原料とした日本酒
「純米吟醸 やまたね」

山種美術館カレンダー
「山種コレクション名品選」

新潟県産米
新潟県十日町市「星峠の棚田」

（春：田植え 秋：稲刈り）

100 株以上 ー

カレンダー１部

ー

ー300 株以上
ジュース

1,100円相当（2本）
日本酒

2合（1合瓶2本）
米2kg

（厳選こだわり米）

500 株以上
ジュース

1,400円相当（2本）
日本酒

4合（4合瓶1本）
米5kg

（厳選こだわり米）

1,000 株以上
ジュース

1,850円相当（3本）
日本酒

8合（4合瓶2本）
米10kg

（新潟県産 棚田米）

【申込制】

田植え・稲刈り体験

基準日３月末日 基準日9月末日

2023年11月に株主優待制度の拡充を発表、
棚田保全の取り組みを開始



@ Yamatane Corporation All right reserved

施策①：株主優待制度の拡充
ヤマタネグループ 棚田保全の取り組み

＜優待品のご紹介（一部）＞

斜面にあるため日照時間が長く、
また稲が地中のミネラルを吸収しやすいことなどから、
美味しいお米づくりに適した棚田地域の特徴を活かした
希少かつおいしいお米を弊社の工場で精米して
株主の皆さまにお届けしています。

棚田米（棚田で生産された新潟県産コシヒカリ）

棚田米を原料とした日本酒「純米吟醸 やまたね」

コシヒカリ100％使用の
日本酒づくりに実績のある
新潟県内の酒蔵「中川酒造」にて
製造いただいています。

※販売用は無く、当社株主優待でのみ入手可能
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経済合理性の低さや担い手不足などの問題により存続の危機に瀕している棚田の保全に取り組む …①

日本屈指の景観を誇る「星峠の棚田」における田植え体験（春）および稲刈り体験（秋）に1,000株以上保有の株主様をご招待 …②

2025年5月の田植え体験では、「にぎりびと」として活躍する神谷よしえ氏を招き、その場で握りたてのおにぎりをご提供
「貴重な体験をすることができ、思い出に残る楽しいイベントだった」とご好評 …③

1

2

3

3

ヤマタネグループ 棚田保全の取り組み

施策①：株主優待制度の拡充
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施策①：株主優待制度の拡充
ヤマタネグループ 棚田保全の取り組み

ご対象の株主数 参加者数 年齢層 属性

• 約780名 • 約50名 • 60代のご夫婦が中心
• ファミリー層もご参加

• 全国の株主様が
ご参加

＜田植え・稲刈り体験＞

※備考

• 当日は、越後湯沢駅／奴奈川キャンパス（十日町市）にてご集合

・越後湯沢駅集合の方々 ：東京など全国よりご参加、貸切バスにて奴奈川キャンパスへご案内
・奴奈川キャンパス集合の方々：比較的近隣の方々が中心、またレンタカーを利用し

観光の一環として田植え・稲刈り体験に参加された方も
 ※それぞれご集合場所までの交通費は自己負担

• 田植え・稲刈り体験をセットでお申し込みいただく

・原則セットでのご参加
・田植え体験にご参加いただいた皆さまで、秋に同じ圃場で稲刈り体験を行った
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施策②：「日本の棚田」フォトコンテストの開催
ヤマタネグループ 棚田保全の取り組み

応募要項
募集テーマ

「日本の棚田、および
そこに関わる人々や、生態系などの
棚田を取り巻く環境」

募集期間 （※終了いたしました）

2025年8月1日（金）正午～
2025年10月31日（金）正午

現在、応募作品の審査中。
全国より約2,000件の

ご応募をいただきました！

最優秀賞作品には、
商品券（10万円分）+

棚田米（10ｋｇ）をプレゼント！
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今後の展望
ヤマタネグループ 棚田保全の取り組み

我々の想いは

「日本一棚田を守る企業になる」

ことです。

現在ヤマタネグループでは、上記施策にとどまらず、
棚田の保全に向けた取り組みの検討を進めています。
継続的に棚田を保全していくには、企業のCSR活動としてだけでなく、
ビジネスの視点も持つ必要性があると考えます。
そのために、あらゆる手法を模索するとともに、仲間の輪を広げてまいります。

経済合理性？
持続可能性？
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